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Ⅰ・令和４年度大会スケジュール決定！ 

２月２２日（火）、出雲市の島根県立体育館カミアリーナにて島根県高等学校体育連盟バレーボール専門部

総会が開催され、令和４年度の大会等のスケジュールが発表されました。開催日程や競技方法、観客の有無

など、未定なものもありますが、島根県高体連主催の大会は以下の通りとなりました。 

チームのスローガンは、“KEEP ON GOING ！”。まさにより具体的に頂点を目指し、チーム一丸となっ

て戦い抜いていきます。益々のご支援とご声援を賜りますようお願い申し上げます。 
 

【 ２０２２-２０２３大会日程 】 
 

№ 開催 大会名 場所 期日 

１ 4 月 中国高等学校バレーボール選手権大会県予選 出雲市 2022.4.15～4.17 

※ 5 月 GW津和野合宿（県外強豪校招請合宿） 津和野 2022.4.29～ 5.4 

２ 5 月 中国高等学校バレーボール選手権大会 岡山市 2022.5.13～5.15 

３ 5 月 島根県高等学校総合体育大会 松江市 2022.5.26～5.28 

４ 7 月 天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会 松江市 詳細未定 

５ 7 月 全国高等学校総合体育大会（女子） 徳島県 2022.7.28～ 8.1 

※ 8 月 隠岐遠征 隠岐の島町 2022.7.31～ 8.6 

※ 8 月 津和野合宿（県外強豪校招請合宿） 津和野町 詳細未定 

６ 10 月 石見地区高校バレーボール選手権大会 浜田市 
2022.10.22～ 

10.23 

７ 11 月 島根県高等学校バレーボール選手権大会 松江市 
2022.11.11～ 

11.13 

８ 1 月 春の高校バレー全国大会  ＊東京体育館 東京都 2023.1.4～ 1.8 

９ 1 月 島根県高等学校新人バレーボール大会 益田市 2023.1.13～1.15 

10 2 月 中国高等学校新人バレーボール大会 広島市 2023.2.3～2.5 

11 2 月 江津ＣＵＰ石見地区高校バレーボール選手権大会 江津市 202３.2.5 

Ⅱ・令和３年度島根県高等学校体育連盟バレーボール専門部表彰 受賞！ 

２月２２日（火）、島根県高等学校体育連盟バレーボール専門部総会において令和３年度の優秀選手表彰が

ありました。今年度は、本校初となる優秀選手賞を３年生・知念陽菜さん（浜田一中出身）が受賞しました。島

根県を代表する選手に贈られる専門部表彰を受賞したことは、知念さん本人にとっても、非常に喜ばしいこと

ですが、チームにとってもとても名誉なことだと思います。今後も、この受賞を自信に人生をしっかりと歩んで

ほしいと思うとともに、後輩たちも続いてほしいと思います。 

知念陽菜さん、おめでとうございます！ 
 

【島根県高体連バレー専門部表彰・受賞者】 

持田実咲、伊達山紗来、齋木里菜、川谷心乃、森田水都（以上、安来高）、内藤朱里（大社高） 

勝部結花（出雲農林高）、坂本智望（松江南高）、岡田紗羅（智翠館高）、知念陽菜（津和野高） 
 

Ⅲ・何気ない疑問を持つことは大切です！ 藤原的思考・パート１ 

とかく中学、高校の部活動指導というと一方的（指導者→選手）になりやすい･･･時間の限られた中での強

化では、それも仕方がないと言いながら、しっかり考えていないのかも･･と思うこの頃。選手自らの「～した

い！」という欲求に応えていくのが指導者であり、「私は、こんなやり方をしてきて良かった。」と経験を語る指

導者、一緒に夢を追いかける伴走者として、語り合える指導者。そんな指導者を私も目指して、自己啓発的な

新たなコーナー（不定期）を始めます。 

 

今回の質問は･･･津和野高校女子バレーボール部 1年・中島選手（高津中出身）からの質問です。 
 

【質問】大会でいろんなチームの横断幕を見ます。オリンピックでも選手たちの大切にしている言葉が、モット

ーやスローガンとして紹介されました。この自分を奮い立たせる言葉について教えてください。私は、自分自

身の言葉を持っていません。どんな言葉をモットーにしたら良いでしょうか？ 
 

【藤原】様々な偉人たちが格言を残し、私達はその格言に救われた経験が少なからずあるはず。質問にあるように

様々なチームが見事な横断幕を掲げています。 

さて、そこに書かれている言葉や、多くのスポーツ選手が大切にしている言葉（名言、格言）とは何か、考えてみまし

ょう。まず、私自身が大切にしている言葉です。20 代の勢いだけで生活していた頃に常に意識し、モットーとしてい

たのは、「全力疾走」という言葉。行動全てが、とにかく中途半端にならないように、成功しようがしまいが、次のステ

ップへのエネルギーを生み出す言葉として大事にしていました。そして、何となく自分のすべきことがわかり始める

と「耐えて勝つ」。安来高校、益田翔陽高校の横断幕にもある言葉です。若さと勢いだけでは、通用しなくなり、様々

な立場で物事を考えなければならなくなった頃の心の支えとしての言葉でした。そして、今はチームのスローガン

にも上げている「GRIT」（困難にあってもくじけない闘志・やり抜く力）が、今の私の言葉です。それに加えて、松﨑

選手（２年・湖北中出身）が部日誌に書いていた「絶対優勝！」。このフレーズ（言い回し・リズム・響き）が、今、監督と

して私のパワーワードになっています。 

さて、言葉とは、ただの“文字の並び”にすぎないのに、何故、やる気や活力が湧くのでしょうか。みなさんはいろ

いろな人と話し、スッキリしてポジティブ思考になったことはありませんか？これと同じで、自分自身のモヤモヤし

た気持ちや、一歩踏み出せずにいる迷いといった心の不安な部分にピタリとはまる言葉が、自分にとってのパワー

ワードになるのだと思います。つまり、自分で自分に語りかけたくなる言葉が、自分にとって大切な言葉となるので

す。それは、自分に贈る応援メッセージではないでしょうか。今の自分の状況に最も合う言葉だからこそ、信じること

ができる、一歩踏み出す勇気が湧いてくる、そういうことだと思います。 

みなさんも、そんな言葉をたくさん探してみましょう。きっとその“言葉”に救われる経験をするでしょう。言葉を大

切にするということは、自分自身を大切にすることなのだと思います。 
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石蕗梁山泊 
～つわぶきの野で夢を叶える～ 

 
“ツコウ”の今をお届けします！ 
様々な情報発信を心がけています。 

ぜひホームページを訪れてみてください。 

 学校生活や寮生活、部活動に関するニュース満載！ 

http://tsuwano.ed.jp/ 



 


